
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

マリア

ジャンク

タナトス

ロマネスク

16

希望

31

煉獄

11
故郷

鏡

日常

なでなで

目撃

壊れた

懐かしい故郷の風景。生まれ、育ち、遊んだ風景。そんな場所はもうどこにもない。でも、貴女の心の中には確かにある。その大切な、忘れられない風景が、貴女の最大の逃げ場所…。

鏡に映る自分の顔…頑張って綺麗にしようとしてた。初めて口紅を塗った時、いつもと違う髪型にした時、化粧を始めた時…ああでも、今の貴女は死体の顔。代わりのきく人形の顔…

退屈だけどあたたかくて、変わりばえはしないけれど幸せな日常。そんな日々がきっといつまでも続くと信じていたのけれど…。周りの人々は次々といなくなっていった。友も想いを寄せていた青年も……いつから変わってしまったのだろう？故郷で……何があったのだろうか？

優しく頭を撫でられた感触を覚えている。そうされるのが好きだった。そうしてくれる人がいた。甘えさせてくれる人。甘えられる時間。今、そんな人は……いなければ作るべきだろうか？人恋しく姉妹を見てしまう。

見てはならない現場を見てしまった。追われ、そして殺される。何を見たのだろうか。それは今、あなたがこの体になっていることと無関係ではないはずだ。何を見て、殺されたのか。それには思い出す価値があるはずだ。

地下で囚われている大切な人、想いを寄せていた青年、セオドアを見つけた。あなたは彼を助けるために閉じられていた扉を開けた。しかし青年は既に壊れていた。あなたの声も届かず、彼のESPは暴走し牢を破壊。溢れかえるアンデッド達。あなたの行為は制御されていた時計塔を壊すきっかけとなったのだ。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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狂気点を使って判定を振り直す際、出目が+1される。

白兵攻撃マニューバの攻撃判定において、出目+1してもよい。

自身が与えた白兵攻撃にのみ使用可。「全体攻撃」の効果を得る。これによって自身がダメージを受けることはない。

ターン終了まで、貴女を対象とする全ての攻撃判定の出目を-1（全体攻撃では、貴女への判定値のみ-1）。この効果は同じターン中に重複させることはできない。
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最大行動値+1

肉弾攻撃１

肉弾攻撃１

白兵攻撃2

白兵攻撃2+連撃1

防御1+「切断」無効化。

支援１

移動１

最大行動値減少（-2）

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

「切断」を常に無効化してよい。

最大行動値+1

白兵攻撃2、この攻撃に対して「防御」はすべて無効。なお、攻撃が命中したなら対象を「移動1」してもよい。

自身がダメージを与えた際のみ使用可能。白兵・肉弾ダメージ+2。

移動１

移動１

妨害1
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